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　2007年 6月5日、米ジョージア工科大学とインドのアーンドラ・プラデーシュ州政府は、2009年
の開校を目指し、同州ハイデラバード近郊にキャンパスを設置する覚書を結んだ。外国資本による学位
取得が可能な大学の進出は、インドでは初めてのケースとなる。設立する大学は、学部および大学院を備
え、インド国内における科学技術分野のPhDのおよそ20％相当を同大学が担おうという計画である。
これまでも外国資本の大学がインド国内の大学と提携し、特定のコースを提供する例はあったが、学部あ
るいは大学院を外国資本の大学が独自に運営することは規制によりできなかった。しかし、2005年の
規制改定により、外国資本の大学が進出する道が開けた。外国の大学がアジア諸国へ進出する成功事例と
しては、ベトナムに進出した豪ロイヤルメルボルン工科大学（RMIT）の例もある。
トピックス6　インドに初めて外国公立大学が進出
　近年、アジア諸国へ欧米の大学進出が加速して
いる。
　2007 年６月５日、米ジョージア工科大学とイン
ドのアーンドラ・プラデーシュ州政府は、2009 年
の開校を目指し、同州ハイデラバード近郊にキャ
ンパスを設置する覚書を結んだ。外国資本による
学位取得が可能な大学の進出は、インドでは初め
てのケースとなる。これは米国の州立大学とイン
ドの州レベルの覚書という意味でも注目される。
　以前から、外国資本の大学がインド国内の大学
と提携し、特定のコースを提供する例はあった。
しかし、インド側の規制により、学部あるいは大
学院を外国資本の大学が独自に運営することはで
きなかった。これに対し、2005年の規制改定により、
外国資本の大学が進出する道が開けた。この背景
には、インド国内の技術系人材の需要の高まりに
対し、供給先となる高等教育機関の数が不足して
いることが挙げられる。
　一方、米ジョージア工科大学は、米ジョージア
州アトランタにある州立大学で、米国でもレベル
の高い理工系大学として知られている。これまで
に、フランス、中国、シンガポールにキャンパス
を設置した実績がある。
　アーンドラ・プラデーシュ州の州都であるハイ
デラバードには、経済特区政策により、インド IT
有力企業であるインフォシス・テクノロジーズ、
ウィプロ・テクノロジーズなどのほか、米マイク
ロソフト社、米グーグル社などの開発センターが
設立されている。情報通信産業以外にも、バイオ
産業のクラスターが形成されており、情報通信と
バイオが融合したバイオインフォマティクスの拠
点としても知られている。
　同州政府は、今回のキャンパス設置に対し、まず
州都ハイデラバード近郊に約８万平方メートル、さ
らに沿岸部にあるヴィシャカパトナムにも拡張用と
して約28万平方メートルを提供する予定である。
　設立する大学は、学部および大学院を備え、真
の国際的な大学を目指し、国外からの学生を受け
入れる。米本国と同様、高度な工学、マネジメント、
自然科学、建築、コンピューティングおよび一般
教養がインドに適した形で提供される。まずは世
界規模のロジスティクス、IT、工学、サプライチ
ェーンマネジメントに注力する予定である。立ち
上げ当初は、主としてインド国外の教授陣となる
が、将来的にはインド国内の教員で構成すること
を目指す。さらに計画では、インド国内における
科学技術分野のPhDのおよそ 20％相当を同大学が
担おうとしている。
　同州政府は、今回の提携により、米国から教員
人材が供給され、州内にある他の工科大学のレベ
ルを向上させることも期待している。
　外国の大学がアジア諸国へ進出する成功事例と
して、ベトナムに進出した豪ロイヤルメルボルン
工科大学（RMIT）の例がある。同大学はオースト
ラリア メルボルンを拠点とする公立大学ながら、
2001 年のホーチミン校に続き、2004 年にはハノイ
校を開校している。RMITの場合、豪州本国で学
士を取得するよりも半額程度で学位が取得できる
利点がある。
　海外で学生を獲得したい大学側と、質の高い高
等教育機関を受け入れたいアジア諸国の思惑が一
致したという見方もできる。今後、諸外国の大学
によるアジア諸国への進出が注目される。なお、
我が国の大学の場合は、日本の学位取得可能な分
校の海外展開については、近年制度が改正され、
今後可能になる予定である。
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